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～みずばしょう会の和みサロン～  平林地区 
なご 

　１０月７日、みずばしょう会の和みサロンが老人福祉センターで
開催されました。この会は、平林地区の母ちゃんたちで組織され
たボランティア団体です。２回目となる今回のサロンでは、口内
環境からはじめる健康づくりを学びました。みずばしょう会では、
和みサロンのほか、水芭蕉群生地の整備なども行っています。 

おらほの 
む ら 
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安
全
な
登
下
校
の
た
め

小
国
小
学
校
安
全
マ
ッ
プ
贈
呈
式

　１０月２日、小国小学校で安全マップ贈呈
式が行われました。これは、子どもたちが
安全に登下校できるようＰＴＡが中心と
なって製作したもので、通学路の危険箇所
などがマークや写真付きで紹介されていま
す。同校の安全マップは平成１１年に製作さ
れていますが、道路や交通事情の変化を踏
まえて、今回刷新されました。児童や保護
者が情報を持ち寄り、事故に遭いそうに
なったところや、危険な場所などが安全
マップに反映されました。

　キノコ判別会が、１０月７日、森の恵み直売所で
開催されました。これは、直売所を運営する森林
組合がキノコに対する知識を深めてもらうために
行ったもので、一般のかたがたが持ち寄ったさま
ざまな種類のキノコを専門家が鑑定しました。
　キノコは、食用、非食用、毒、猛毒などに判別
され、植生などを明記したカードとともに、プラ
スチックケースに入れられ展示・紹介されました。
訪れたかたがたは、メモやカメラを片手に、特徴
やにおいなどを確かめていました。

10/7 このキノコ、食べられる？
森の恵み直売所でキノコ判別会

　１０月７～８日、道の駅白い森おぐにで、秋の
大収穫祭が開催されました。これは、県内外か
ら多くのかたが訪れる道の駅を会場に、小国町
の特産品などをＰＲするため、道の駅や関係団
体が共同で開催したものです。会場内に設けら
れたテント市では、芋煮やキノコ、雑穀豚汁な
どが販売され、小国の秋の味覚に行列ができて
いました。このほか、ポン菓子の実演販売やバ
ンド演奏なども行われ、秋のひとときを楽しむ
多くのかたがたで賑わっていました。

10/7～8 秋の実りの大収穫祭
道の駅白い森おぐに
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　白い森交流センターりふれで、１０月２１日、
北部地区ふれあい、いきいき世代交流会が
開催されました。これは、北部地域に住む
さまざまな世代の交流と、元気な地域づく
りを目指して北部地区振興協議会が毎年開
催しているものです。
　当日は、約７０人の地域のかたがたのほか、
行政関係者などが参加して、小・中学生に
よる合唱や朗読などを楽しみました。その
後、地域のかたがたによるアトラクション
などを交えながら、今後の地域づくりや地
域の課題などについて情報交換を行い、世
代間の親睦を深めました。

10/21 世代交流で輝く北部地域
ふれあい、いきいき世代交流会

　

小
国
町
は
、
朝
日
連
峰
や
飯
豊
連
峰
の
山
々
、

原
生
的
な
ブ
ナ
林
、
ク
マ
タ
カ
な
ど
を
間
近
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
自
然
環
境
が
本
当

に
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
キ
ノ
コ
や
山

菜
な
ど
の
自
然
の
恵
み
が
豊
富
で
、
マ
タ
ギ
な

ど
伝
統
的
な
文
化
が
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る

な
ど
、
自
然
と
人
と
の
関
わ
り
も
深
い
も
の
を

感
じ
ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
は
環
境
の
世
紀
と
い
わ
れ
て
お

り
、
地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
が
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
を
守
り
、

自
然
と
共
生
す
る
と
い
う
こ
と
が
一
層
重
要
に

な
っ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

小
国
町
の
自
然
環
境
や
伝
統
が
将
来
に
向
け

て
引
き
継
い
で
い
か
れ
る
よ
う
、
私
ど
も
も
、

森
林
を
守
り
育
て
る
立
場
か
ら
、
皆
様
方
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
署
の
概
要
や
管
内
の
山
々
の
様
子
な

ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　１０月１３日、ショッピングセンターアスモ
駐車場で、木工教室が開催されました。こ
れは、子どもたちが実際に工具に触れたり、
木の温もりを感じたりしながら、もの作り
の楽しさを知ってもらおうと白い森住宅工
房が企画したものです。
　子どもたちは、スタッフの指導を受けな
がら、電動ドリルやのこぎりなどを使って
木材の加工に挑戦し、絵を描いたり、ボン
ドで貼り付けたりして、昆虫やアクセサ
リーなどの思いおもいの作品を完成させて
いました。

木の手触りを楽しむ
白い森住宅工房の木工教室

10/13

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

森
と
と
も
に

置賜森林管理署
署長 岡 部  久 氏
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小中高一貫教育

　

平
成
十
三
年
度
か
ら
十
八
年
度
ま
で
の
六
年
間
、
文
部
科
学
省
の

「
小
中
高
一
貫
教
育
研
究
開
発
学
校
」
の
指
定
を
受
け
て
、
町
内
す

べ
て
の
小
学
校
と
中
学
校
、
そ
し
て
県
立
小
国
高
等
学
校
が
、
互
い

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
小
中
高
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
町
で
は
引
き
続
き
、
新
し
い
学
習
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
研
究

と
実
践
を
継
続
し
て
い
く
た
め
、
六
年
間
の
活
動
を
ふ
ま
え
て
、
町

独
自
の
一
貫
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
のののののののののののののののののののの
ああああああああああああああああああああ
ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆ

一
貫
教
育
の
あ
ゆ
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

　

本
町
の
一
貫
教
育
は
、
平
成
十

年
十
月
に
県
教
育
委
員
会
よ
り
、

小
国
中
学
校
と
小
国
高
等
学
校
が

「
中
高
一
貫
教
育
実
践
研
究
協
力

校
」
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
平
成
十
二
年
に
は
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
環

境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

ほ
か
の
五
つ
の
中
学
校
が
加
わ
り

ま
し
た
。

　

平
成
十
三
年
度
か
ら
は
、
小
学

校
を
含
め
た
十
五
校
が
、
文
部
科

学
省
よ
り
三
年
間
の
「
研
究
開
発

校
」
の
指
定
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
実
践
と
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
平
成
十
六
年
度
に
は
、

さ
ら
に
三
年
間
の
継
続
指
定
を
受

け
、
実
践
と
こ
れ
ま
で
の
評
価
・

検
証
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨昨
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
まままままままままままままままままままま
でででででででででででででででででででで
のののののののののののののののののののの
六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

昨
年
度
ま
で
の
六
年
間
ををををををををををををををををををををを

基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎
とととととととととととととととととととと
しししししししししししししししししししし

基
礎
と
し
ててててててててててててててててててててて

　

昨
年
度
で
文
部
科
学
省
の
指
定

が
終
了
し
、
こ
れ
ま
で
優
遇
的
に

配
置
さ
れ
て
い
た
教
員
数
は
、
小

学
校
と
中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
二
名

ず
つ
、
小
国
高
校
で
一
名
の
合
計

五
名
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
県
に
よ
る
「
中
高
一

貫
教
育
実
践
研
究
協
力
校
」
の
指

定
は
継
続
さ
れ
、
小
国
高
校
に
は

一
名
多
く
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
に
配
属

さ
れ
て
い
る
外
国
語
指
導
助
手
が

町
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で
、

ま
た
小
国
高
校
に
配
属
さ
れ
て
い
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る
外
国
語
指
導
助
手
が
高
校
だ
け

で
な
く
、
小
・
中
学
校
に
出
向
い

て
授
業
を
行
う
の
は
、
町
特
有
の

指
導
形
態
と
い
え
ま
す
。

　

授
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
特

設
教
科
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た

「
国
際
・
情
報
」
が
、
今
年
度
か

ら
単
独
教
科
と
し
て
認
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
学

生
か
ら
の
英
語
や
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
学
習
を
継
続
し
て
い
く
た

め
、
現
在
は
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
な
ど
を
利
用
し
て
授
業
を
行

い
、
前
年
と
ほ
ぼ
同
様
の
時
間
数

を
確
保
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習

リ
ッ
シ
ュ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を

健
康
の
森
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
め
て
の
取
り
組
み
と

し
て
、
中
学
生
と
高
校
生
を
対
象

と
し
た
Ｊ
Ｎ
Ｓ
Ａ
（
日
本
学
生
協

会
）
基
金
に
よ
る
「
英
語
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
、
二
泊
三
日
の
日
程

で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
英

語
を
専
攻
し
て
い
る
大
学
生
百
人

が
、
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
生
活
し

な
が
ら
英
語
指
導
を
行
う
も
の
で

す
。
中
学
生
と
高
校
生
は
、
他
校

と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
学
校

や
学
年
に
関
係
な
く
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
分
け
ら
れ
、
協
力
し
て
英
語

で
の
演
劇
や
紙
芝
居
な
ど
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
白
沼
中
二
年
の
片
桐

英
紀
く
ん
は
、「
難
し
い
け
ど
、
楽

し
い
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

継継継継継継継継継継継継継継継継継継継継
続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続
しししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

継
続
し
て
い
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

際
・
情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
教
育

　

小
中
高
を
と
お
し
た
基
礎
学
力

の
系
統
的
な
指
導
に
加
え
て
、
一

貫
教
育
で
は
、「
国
際
・
情
報
」
が

大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小

学
一
年
生
か
ら
、
国
際
理
解
教
育

と
情
報
教
育
を
計
画
的
に
実
践
し
、

習
得
し
た
英
語
と
パ
ソ
コ
ン
の
活

用
を
図
る
取
り
組
み
が
継
続
さ
れ

て
い
ま
す
。
全
て
の
学
校
で
英
語

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
な
が
ら
、

小
学
校
で
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

習
得
や
簡
単
な
英
会
話
、
中
学
校

で
は
英
文
を
使
っ
た
交
流
や
会
話
、

高
校
で
は
就
学
旅
行
や
短
期
留
学

な
ど
実
際
に
英
語
圏
へ
飛
び
出
し

て
の
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

九
月
二
十
二
日
か
ら
十
月
六
日
に

か
け
て
は
、
小
国
高
校
三
年
生
一

人
が
、
ア
メ
リ
カ
コ
ロ
ラ
ド
州
の

ミ
ッ
チ
ェ
ル
高
校
に
短
期
留
学
を

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
年
も
町
内
の
小

学
生
を
対
象
に
、
置
賜
管
内
の
外

国
語
指
導
助
手
三
人
と
の
交
流
を

と
お
し
て
英
語
を
学
ぶ
「
イ
ン
グ

�������	
��

　１人で短期留学に挑戦することになり、
はじめは少し不安を感じていました。アメ
リカ国内での飛行機の乗り継ぎでは、まっ
たく日本語の案内が無いので、地図も言葉
も分からないまま、地下鉄を何週もしてし
まいました。海外には２年生の修学旅行で
も行きましたが、そのときには感じなかっ
た言葉の通じない不便さを実感しました。
　ホストファミリーには、現地のきれいな
風景を集めた写真集をもらい、観光スポッ
トとなっている山々にも連れて行ってもら
いました。みんなとふれあううちに、分か
らない話でも積極的に聞き取ろうとしたり、
話したりしてみようとする自分に気づきま
した。学校でもパーティーを開いてもらい、
いろんな人と話すことができました。帰り
には、プレゼントを沢山もらい、バックが
２つ増えました。短い２週間でしたが、友
達がいっぱいできたので、いつかまた行き
たいです。

小国高校３年　塚原瑞貴さん

高校生
（７人）

中学生
（２８人）

小学生
（２１人）

国際で学んだ英会話は役立ったか
４２．９３９．３３３．３とても役立った
５７．１６０．７４７．６役立った
０．００．０１４．３役立たなかった

ＡＬＴや大学生が話す英語が分かりましたか
５７．１３２．１２８．６大体分かった
４２．９６４．３７１．４半分くらい分かった
０．０３．６０．０あまり分からなかった

イングリッシュアドベンチャー・
ＪＮＳＡ英語キャンペーン参加者
アンケート

（％）



広報おぐに　2007.11

6

と
も
っ
と
知
り
た
く
な
る
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
をををををををををををををををををををを
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

地
域
を
理
解
す
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学

白
い
森
学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

　

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
関
す
る

歴
史
と
文
化
、
そ
れ
に
対
す
る
知

識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
行
っ

て
い
る「
白
い
森
学
習
」。
総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
行
わ

れ
、
調
べ
る
力
や
文
章
を
ま
と
め

る
力
、
伝
え
る
力
の
向
上
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
児

童
や
生
徒
が
、
直
接
地
域
の
か
た

が
た
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
地
域

内
で
の
つ
な
が
り
も
強
ま
っ
て
き

大学生の指導を受けて取り組んだ英語キャンペーン
のグループ活動

て
い
ま
す
。

　

白
い
森
学
習
推
進
部
会
の
部
会

長
を
務
め
る
北
部
小
の
舟
山
良
美

教
頭
は
、

�
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�
�


�
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�
�

�
�
�
�
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののののののの
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識

町
づ
く
り
へ
の
意
識
ををををををををををををををををををををを

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののののののの
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参

地
域
活
動
へ
の
参
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

　

一
貫
教
育
で
は
、
単
に
教
室
で

の
学
習
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
行

事
な
ど
へ
の
参
加
も
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

活
動
に
あ
た
っ
て
は
児
童
・
生

徒
の
代
表
が
集
ま
る
合
同
の
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
と
お
し
て
、
行
事

へ
の
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。
各

学
校
の
児
童
会
・
生
徒
会
を
中
心

と
し
た
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
同
士
が

連
携
し
て
、
地
域
の
か
た
が
た
の

協
力
を
得
な
が
ら
一
斉
清
掃
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た

り
、
地
区
対
抗
の
体
育
行
事
に
参

加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

最
近
は
、
参
加
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
イ
ベ
ン

ト
の
役
員
と
し
て
積
極
的
に
参

加
・
活
躍
し
て
い
る
場
面
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
か
た
と

積
極
的
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
一
層

交
流
が
深
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
にににににににににににににににににににに
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ

社
会
に
ふ
れ
ててててててててててててててててててててて

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
きききききききききききききききききききき
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
をををををををををををををををををををを
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学

生
き
る
道
を
学
ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

　

十
二
年
間
の
一
貫
し
た
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
で
は
、
子
ど
も
に
労

働
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
分

自
身
の
生
き
方
や
、
進
路
に
つ
い

て
考
え
る
た
め
の
意
識
付
け
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
学
校
で
は

一
年
生
で
家
業
体
験
、
二
年
生
で

職
場
体
験
を
行
い
、
高
校
で
も
、

二
年
生
と
三
年
生
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
二
年
生
が
行
う
職
場
体
験

で
は
、
講
師
を
招
い
て
の
マ
ナ
ー

講
習
会
や
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が

事
業
所
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う

な
ど
、
社
会
と
向
き
合
う
た
め
の

準
備
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
事

前
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

約
六
十
カ
所
の
受
け
入
れ
事
業
所

の
う
ち
、
本
年
は
三
十
事
業
所
で

職
場
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
生
徒
た
ち
を
受
け
入
れ

て
い
る
し
ば
た
屋
の
柴
田
伸
也
さ

ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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地域行事に参加して汗を流す子どもたち
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学校関係者らによる「人間としての在り方
生き方を考える教育」実践研究会
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一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸
でででででででででででででででででででで
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組

一
丸
で
取
り
組
むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむ

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
をををををををををををををををををををを
担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
うううううううううううううううううううう
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育

地
域
を
担
う
人
材
育
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
文
部
科
学

省
の
委
嘱
を
受
け
、
二
年
計
画
で

「
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方

を
考
え
る
教
育
」
の
実
践
研
究
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

中
学
生
と
高
校
生
を
対
象
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
白
い
森
学

習
や
職
場
体
験
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
含
め
た
幅
広
い
生

き
方
教
育
の
成
果
を
踏
ま
え
、
さ

ら
に
、
自
律
心
の
向
上
や
思
い
や

り
の
心
の
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

　

十
月
十
六
日
に
は
、
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
県
の
担
当
者
や
学
校
関

係
者
ら
が
集
い
、「
人
間
と
し
て
の

在
り
方
生
き
方
を
考
え
る
教
育
実

践
研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
、
事
例
発
表
に
続
い

て
、
小
国
高
校
で
地
域
文
化
学
の

指
導
に
も
あ
た
ら
れ
て
い
る
東
北

芸
術
工
科
大
学
の
菊
地
和
博
准
教

授
の
講
話
が
行
わ
れ
、

�
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�
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
の
取
り
組
み
と
地
域
を
担

う
人
材
育
成
に
つ
い
て
、
小
国
高

校
の
竹
田
眞
知
子
校
長
は
、
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�
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
一
貫
教
育
を
継
続
し

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き

た
自
主
的
・
積
極
的
な
児
童
・
生

徒
の
活
動
の
成
果
を
評
価
し
、
一

層
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す

こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
学
校

や
地
域
、
事
業
所
な
ど
と
よ
り
連

携
を
強
め
な
が
ら
、
町
で
は
、
引

き
続
き
、
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色

あ
る
教
育
環
境
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

本年７月、ワープロ実務検定試験１級に合格した
小国高１年佐野友莉那さん（左）、３年伊藤緩生さ
ん（中央）、山口歩惟さん（右）

しばた屋で行われた職場体験の様子
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「
も
し
も
」
へ
の
心
構
え

　

十
月
七
日
、
大
宮
・
宮
の
台
地

区
で
、
平
成
十
九
年
度
小
国
町
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
地
域
の
か
た
が
た
や

消
防
関
係
者
な
ど
約
二
百
五
十
人

が
参
加
し
て
、
大
規
模
な
地
震
に

よ
っ
て
、
火
災
や
家
屋
倒
壊
が
発

生
を
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
実
際
に
災
害
が
起
っ

た
場
合
に
は
、
消
防
車
や
救
急
車

の
到
着
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
住
民
に
よ
る
初
動

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
や
消
火
器
を
使
っ
た
初
期

消
火
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
急
救

護
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
、発
煙
器
を
使
っ

た
煙
体
験
や
、
国
土
交
通
省
の
協

力
に
よ
る
起
震
車
を
使
っ
た
地
震

体
験
、
人
工
降
雨
装
置
を
使
っ
た

降
雨
体
験
が
行
わ
れ
、
災
害
に
対

し
て
の
意
識
を
高
め
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

�������	�

小
国
町
長　

小
野
精
一

町
長
室
か
ら

町町
長
室
長
室
かか
らら

　

去
る
九
月
二
十
二
日
、
パ
ン
ト

マ
イ
ム
の
「
神
様
」
と
呼
ば
れ
た

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
ル
・
マ
ル

ソ
ー
氏
が
享
年
八
十
四
歳
で
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ル
ソ
ー
氏
は
、
能
な
ど
の
日

本
の
伝
統
芸
能
に
影
響
を
受
け
、

日
本
で
も
精
力
的
に
公
演
を
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
七
年
に
、

現
在
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
「
ブ

ナ
の
森
温
身
平
」
の
特
設
会
場
で

開
催
し
た
、
第
一
回
小
国
国
際
文

化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
、

本
町
で
は
六
回
の
公
演
を
い
た
だ

き
、
町
民
の
皆
さ
ん
は
世
界
の
至

芸
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
五
年
に
山
形
県
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
第
十
八
回
国
民
文

化
祭
小
国
会
場
で
の
公
演
が
最
後

と
な
り
ま
し
た
が
、
日
仏
の
芸
術

文
化
の
交
流
と
「
白
い
森
の
国
お

ぐ
に
」
の
情
報
を
世
界
に
向
け
て

発
信
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

マ
ル
ソ
ー
氏
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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町
防
犯
協
会
よ
る
地
域
安
全
運

動
出
発
式
が
、
十
月
十
一
日
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ス
モ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、

防
犯
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
、
県
防
犯
協
会
連
合
会
な
ど
か

ら
、
町
長
に
安
全
運
動
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

関
係
者
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
行
進
が

行
わ
れ
、
犯
罪
や
事
故
の
撲
滅
を

訴
え
ま
し
た
。
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横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダ

横
川
ダ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周
辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺辺
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散

周
辺
を
散
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

　

十
月
十
三
日
、
こ
ど
も
愛

ラ
ン
ド
が
、
横
川
ダ
ム
周
辺

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
二
十
一
組
の
親

子
が
参
加
し
、
試
験
湛
水
で

湖
面
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
横

川
ダ
ム
と
、
そ
の
内
部
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

叶
水
ビ
オ
ト
ー
プ
に
移
動
し

て
、
色
づ
き
始
め
た
紅
葉
を

眺
め
な
が
ら
散
策
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

〜
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
〜

   
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

小
国
町
教
育
長
の
再
任
辞
令
を

い
た
だ
き
、
改
め
て
職
責
の
重
さ

を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
教
育
界
で
は
、
教
育
再
生

が
最
重
要
課
題
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

� �

五
十
九
年
ぶ
り
に
教
育
基
本
法
が

改
正
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
改
革

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
法
改
正
の

背
景
を
し
っ
か
り
く
み
取
り
、
教

育
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

教
育
問
題
は
、
学
校
教
育
に
限

ら
ず
、
町
民
す
べ
て
の
生
き
方
に

関
わ
る
問
題
で
す
。
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
心
豊
か
で
生
き
が
い

の
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て

ま
い
り
ま
す
。

小
国
町
斎
場   
完
成

　

十
月
一
日
か
ら
の
供
用
開
始

に
先
立
ち
、
九
月
二
十
八
日
、

斎
場
で
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
で
は
、
関
係
者
ら
に

よ
っ
て
火
葬
炉
の
ス
イ
ッ
チ
が

一
斉
に
押
さ
れ
、
約
三
十
人
の

出
席
者
は
、
拍
手
で
新
し
い
斎

場
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

� 
広
々
と
し
た
和
室

� 
コ
ー
ト
掛
け
な
ど
に
も
配
慮

� 
白
を
基
調
と
し
た
告
別
ホ
ー
ル

� 
朝
日
連
峰
を
望
む
ロ
ビ
ー

今　正逸 教育長

�

�
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�������	
����
�
　１０月２１日、総合センターで、置賜
ボランティアの輪連絡会議が主催す
る置賜ボランティアフェスティバル
が開催されました。
　社会福祉協議会などの福祉団体や、
ボランティア団体などから約２００人
が参加して、健康の森横根の散策や、
町づくりの講話などが行われ、それ
ぞれの地域で取り組まれている活動
について情報交換を行いました。

�������	�
　教育委員会が主催するボランティ
ア研修会が、１０月１８日、総合センター
で開催されました。研修会では、中
学生や一般のかたがた約２０人が参加
して、ボランティア活動についての
講話が行われました。このほか、実
際にプロの講師を招いて、風船を
使ってさまざまなものを作りだすバ
ルーンアートや、シガーボックスな
どの大道芸を学びました。

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
き
た
渡
部
一
郎
さ
ん
が
、

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、

十
月
十
一
日
、
役
場
で
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

渡
部
さ
ん
は
平
成
十
年
か
ら

九
年
間
、
人
権
擁
護
委
員
を
務

め
ら
れ
、
人
権
に
関
す
る
相
談

や
意
識
啓
発
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

新
し
い
町
の
人
権
擁
護
委
員

に
宮
崎
宏
夫
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
、

十
月
十
一
日
、
役
場
で
山
形
地

方
法
務
局
よ
り
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員

は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
民

間
の
か
た
が
た
で
、
人
権
侵
害

に
関
す
る
相
談
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
任
期
は
三
年

で
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

宮
崎
宏
夫
さ
ん
（
町
原
）

渡
部
一
郎
さ
ん
（
町
原
）
に

法
務
大
臣
表
彰
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　第２回目となる萱野峠敷石惚れ掘れ探検隊
が、１０月２０日、現地で開催されました。玉川
コミュニティセンターに集合した県内外から
の参加者約９０人は、６つの班に分かれて区間
ごとに敷石掘りを行いました。この日、弟を
連れて初めて参加した小国中１年の佐藤孝典
くんは、「土が厚い場所もあって大変だけど、
敷石が見えてくると、道を作っているようで
楽しい」と、黙々と作業を続けていました。

�������	�
��

　故齋藤健一さん（平成１９年６月３０日
死去）は、昭和２５年に小国村立北小国
中学校の教諭となられて以後３９年間に
わたって教壇に立たれ、町内の各学校
で教頭や校長を歴任されました。また、
退職後も、社会福祉や文化財調査など
の分野で活躍され、町の教育の振興発
展に卓越した功績を発揮されました。

�������������
�������

第
二
十
一
回 

白
い
森
小
国
町
剣
道
大
会

　

十
月
二
十
一
日
、
コ
バ
レ
ン
ト

マ
テ
リ
ア
ル
�
体
育
館
を
会
場
に
、

白
い
森
小
国
町
剣
道
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
国
町

剣
友
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
今

回
で
二
十
一
回
目
と
な
り
ま
す
。

大
会
に
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま

で
約
五
十
人
の
選
手
が
集
い
、
部

門
ご
と
に
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
気
迫
あ
ふ
れ
る
大

き
な
掛
け
声
で
、
日
ご
ろ
の
鍛
錬

の
成
果
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
と
新
潟
県
関
川
村
が
協
力
し

て
実
施
し
て
い
る
大
里
峠
越
え
交

流
会
が
、
十
月
二
十
一
日
、
現
地

で
開
催
さ
れ
、
家
族
づ
れ
な
ど
約

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
国
町
側
か
ら
登
っ
た
一
行
は
、

頂
上
で
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
関

川
村
側
の
柄
目
木
（
が
ら
め
き
）

を
会
場
に
、
大
里
鍋
を
囲
み
、
雨

で
冷
え
た
体
を
あ
た
た
め
な
が
ら
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

第
十
四
回

大
里
峠
越
え
交
流
会

叙勲を手渡されたご遺族
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１

催

し

催

し

お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

募

集

募

集

ご
案
内

ご
案
内

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅

　

岩
井
沢
勤
労
者
住
宅（
３
Ｄ
Ｋ
）１
戸

■
募
集
期
間　
　

月
１
日
�
〜
８
日
�

１１

■
対　

象　

小
国
町
に
勤
務
さ
れ
て
い

る
か
た

■
入
居
時
期　
　

月
上
旬

１２

■
家　

賃　

四
万
二
千
円

■
敷　

金　

家
賃
の
三
カ
月
分

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

置
賜
総
合
支
庁
職
員
を
派
遣 

県
政
ナ
ビ
を
実
施
し
て
い
ま
す

■
派
遣
対
象　

地
区
・
地
域
や
職
域
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
団
体

■
テ
ー
マ　

�
暮
ら
し
・
保
健
福
祉
、

�
自
然
・
環
境
、
�
産
業
、
�
県
政

一
般
な
ど
、
４
つ
の
分
野
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
い

ま
す
。

■
費　

用　

派
遣
費
用
は
無
料
で
す
が
、

会
場
使
用
料
な
ど
は
申
込
団
体
に
お

い
て
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

希
望
日
の
３
週
間
前
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

置
賜
総
合
支
庁
総
務
課
（
�
０
２
３

８
―　

―
６
０
０
３
）
へ

２６

若
年
者
雇
用
研
修
会

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

２０

　
　
　
　
　

午
後
３
時
か
ら
５
時
ま
で

■
場　

所　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
（
長
井
市
）

■
内　

容　

若
年
者
就
労
の
実
態
な
ど

に
関
す
る
講
演
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

就
労
定
着
に
つ
い
て
の
事

例
発
表
や
人
材
育
成
方
法
に
つ
い
て

も
紹
介
し
ま
す
の
で
、
管
内
の
事
業

所
か
ら
、
幅
広
く
参
加
者
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長

井
（
�　

―
８
６
０
９
）
へ
。

８４

福
田
直
樹
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
音
楽
は
ド
ラ
マ
」
を
テ
ー
マ
に
、

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
や
シ
ョ
パ
ン
な
ど
の
曲

を
演
奏
し
ま
す
。

■
日　

時　
　

月
４
日
�

１２

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
か
ら

３０

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務
局
へ

白
い
森
杯
柔
道
大
会
２
０
０
７

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

１７

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
開
会
式

■
場　

所　

町
民
体
育
館

■
内　

容　

団
体
戦
、
県
選
抜
対
抗
戦

■
問
合
先　

小
国
町
柔
道
会
事
務
局

（
佐
々
木
�　

―
３
８
３
５
）
へ

６２

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路 

建
設
促
進
期
成
同
盟
会 

〜
小
国
大
会
〜

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
の
早
期
完

成
に
向
け
、
住
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

１０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

■
場　

所　

町
民
体
育
館

■
内　

容　

基
調
講
演
、意
見
発
表
な
ど

■
そ
の
他　

ど
な
た
で
も
参
加
し
て
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
当
日
会
場
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

地
元
選
出
県
議
に
よ
る 

地
域
議
員
協
議
会

■
日　

時　
　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１１

２２

■
場　

所　

置
賜
総
合
支
庁

■
内　

容　

地
元
議
員
に
よ
る
地
域
の

課
題
や
施
策
展
開
の
審
議
を
傍
聴
で

き
ま
す
。

■
問
合
先　

県
議
会
事
務
局
政
策
調
査

室
（
�
０
２
３
―
６
３
０
―
２
８
４

６
）
へ

狩
猟
期
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

県
の
狩
猟
期
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

こ
の
期
間
中
は
、
あ
ら
か
じ
め
手
続
き

を
行
っ
た
狩
猟
者
に
対
し
て
、
狩
猟
可

能
区
域
に
お
け
る
対
象
鳥
獣
の
狩
猟
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
狩
猟
者
が
納
め

る
狩
猟
税
は
、
県
の
環
境
・
鳥
獣
保
護

施
策
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中

の
狩
猟
行
為
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

■
県
の
狩
猟
期
間

　

▼
カ
モ
類
（　

種
）

１１

　
　
　

月
１
日
〜
平
成　

年
１
月　

日

１１

２０

３１

　

▼
そ
の
他
（　

種
）

３８

　
　
　

月　

日
〜
平
成　

年
２
月　

日

１１

１５

２０

１５

■
問
合
先　

置
賜
総
合
支
庁
環
境
課

（
�
０
２
３
８
―　

―
６
０
３
５
）
へ

２６

排
水
設
備
工
事
責
任
者
技
術
登
録
更
新

　

日
本
下
水
道
協
会
山
形
県
支
部
に
登

録
し
て
い
る
責
任
技
術
者
で
、
登
録
の
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー今月の町長と語る日は１１月２６日�です。
お気軽においでください。

有
効
期
限
が
平
成　

年
１
月　

日
ま
で

２０

３１

の
か
た
は
、
現
在
所
属
し
て
い
る
指
定

工
事
店
所
在
地
の
市
町
村
で
、
更
新
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
該
当
者

　

登
録
有
効
期
限
が
平
成　

年
１
月　

２０

３１

日
ま
で
の
か
た

■
必
要
な
手
続
き

　

�
登
録
更
新
の
申
請

　

�
更
新
講
習
会
の
受
講

■
申
請
期
間　
　

月
１
日
�
か
ら

１１

　
　
　
　
　
　
　

月
５
日
�
ま
で

１２

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

税
務
相
談
体
制
が
変
わ
り
ま
す

　

国
税
に
関
す
る
相
談
は
、　

月
１
日

１１

以
降
、「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け

て
お
答
え
し
ま
す
。
ま
た
、　

月　

日

１１

１１

〜　

日
ま
で
は
、「
税
を
考
え
る
週
間
」

１７

で
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

長
井
税
務
署
（
�　

―
１

８４

８
１
０
）
へ

福
祉
の
仕
事
フ
ェ
ア 

合
同
面
接
会
２
０
０
７

■
日　

時　
　

月　

日
�

１２

１３

　

午
前　

時　

分
〜
午
後
１
時　

分

１０

３０

３０

■
場　

所　

山
形
国
際
ホ
テ
ル（
山
形
市
）

■
対
象
者　

福
祉
関
連
の
分
野
に
就
労

を
希
望
す
る
か
た

■
内　

容　

合
同
面
接
会
、
起
業
相
談
、

資
格
取
得
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
そ
の
他　

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

参
加
費
も
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

県
社
会
福
祉
協
議
会
（
�

０
２
３
―
６
３
３
―
７
７
３
９
）
へ

相相 談談

　１１月９日～１５日まで、秋の火災予防運動が実施されま
す。期間中は、午前７時と午後６時にサイレンを鳴らし
ます。乾燥した日が多くなり、火災が発生しやすい季節
ですので、灯油などの取り扱いには気をつけてください。
●逃げ遅れを防ぐため、火災警報器を設置しましょう
●寝具や衣類は、防炎品を選びましょう
●小さいうちに火を消すため、消火器を設置しましょう
●お年寄りなどを守るため近隣の協力意識を高めましょう
■問合先　消防署小国分署（�６２－２１５４）

年金相談

■日　時　１１月２１日�
　受　付　９：３０～１４：３０
　相　談　１０：３０～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

人権相談

■日　時　１１月１６日�
　受　付　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対応者　町の人権擁護委員
■問合先　町民課へ

弁護士無料相談

　町の顧問弁護士が無料で相談
に応じます。
■日　時　１２月７日�
　　　　　１０：００～１５：００
■場　所　総合センター
■申込方法　相談には事前の予
約が必要です。１２月３日まで
申し込んでください。
■申込・問合先　町民課へ

無料税務相談

　長井市内の各税理士事務所に
おいて、無料相談を実施します。
■日　時　１１月１６日�
　　　　　１０：００～１５：００
■対応者　長井市、飯豊町の各

税理士
■問合先　長井税務署総務課
　　　　　（�８４－１８１０）へ

無料調停相談

■日　時　１１月１６日�
　　　　　１０：００～１５：００
■場　所　桑嶋記念館（長井市）
■内　容　金銭の貸し借り、土
地、交通事故などに関する問
題や、夫婦・男女間、遺産相
続の問題など。
■問合先　長井調停協会
　　　　　（�８８－２０７３）へ

保健カレンダー ■問合先　健康福祉課へ
場　所対　象受付時間乳幼児健診月日

健康管理
センター
※持ち物
母子健康
手帳

１８年４月～
６月生まれ

１２：３０～

１３：００

１歳６カ月歳
児健康診査

１２／１４

１９年
８月生まれ１３：００～

１３：１５

４カ月児
健康診査

１２／２１
１８年
１２月生まれ

１歳児
健康診査

�

�

�

�

��������������������

��������������������
� �秋の火災予防運動 を実施します
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら  

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程　
　

月
６
日
、　

日
、　

日

１１

１３

２０

子
育
て
講
座
「
き
び
団
子
作
り
」、　
２７

日
、　

月
４
日

１２

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　
　

月
１
日
、　

日　

総
合
セ
ン
タ
ー

１１

１５

就業時間年 齢職       種求人数事  業  所  名
７：００～１６：００ほか不問グループホーム介護員２人医 療 法 人 社 団 緑 愛 会

介護老人保健施設かがやきの丘 ９：００～１５：４５不問調理師１人
８：００～１７：００１８～交通誘導警備員５人� 村 上 警 備 保 障
８：００～１７：００不問警備業務１０人ＤｏＣｏＤｅＭｏ グ ル ー プ �
９：１０～１６：５０２５～５５生命保険営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
８：００～１７：３０ほか１８～４５ホールスタッフ１人

�コンズカンパニー第一ホール小国店 ８：００～２２：３０間７時間１８～４５ホールスタッフ１人
８：３０～１７：３０不問電気部品製造２人ひ さ ご 電 材 � 小 国 工 場
８：３０～１７：１５ほか不問介護員１人小国町介護老人保健施設温身の郷
８：３０～１７：３０２０～４５営業・販売・整備工２人合資会社 山 佐 佐 藤 農 機 店
８：００～１７：００１８～３５内・外線工事作業員２人猪 野 電 気 工 事 �
８：４５～１８：００不問食堂係１人

� 蔵 王 ス ト ア ー ８：４５～１８：００不問レジ係１人
８：００～１７：００２１～４０土木施工管理技士１人遠 藤 建 設 �
８：００～１７：００１８～５５土木作業員２人

山 和 建 設 � ８：００～１７：００３０～５５土木施工管理技士２人
８：００～１７：００３０～５５建築施工管理技士１人
８：００～１７：００１８～５５土木施工管理技士２人

� 横 川 建 設 ８：００～１７：００２１～５５重機オペレーター２人
９：００～１８：００不問梱包・発送１人Ｋ － Ｐ Ｒ Ｏ Ｄ Ｕ Ｃ Ｔ Ｓ
８：３０～１７：０５４０歳以下マシンオペレーター３人荒 川 興 業 �
８：５０～１７：３０不問薬剤師１人電 興 �
９：００～１８：３０不問薬剤師１人カインドネス�おぐに調剤薬局 ８：３０～１７：３０ほか２０～３５医療事務員１人
９：００～１７：００２５～５５生命保険コンサルタント５人第一生命保険相互会社坂町支部
８：３０～１６：４５ほか１８～４５マシンオペレーター６人� 井 上 製 作 所
７：３０～１７：００不問運転業務１人小 国 町 森 林 組 合 ７：３０～１７：００不問林産業務１人
８：００～１７：００不問土木施工管理技士２人� 船 山 工 務 店
８：００～１７：００不問サービス・役務１人ア ベ　 プ ラ ン ニ ン グ
８：００～１７：００不問営業販売１人�新股・河原角農畜産物加工施設
９：１５～１７：００不問特別営業職１０人アクサ生命保険�長井営業所
８：００～１７：００不問測量助手２人� 小 国 測 量 設 計 事 務 所
８：３０～１６：４０ほか不問半導体製造装置製造５人�ジャパンクリエイトスタッフ山形営業所
８：００～１７：００不問設備設計２人

�トラスト・テック郡山営業所 ８：００～１７：００不問設計補助２人
８：３０～１６：４０ほか不問石英ガラスの洗浄作業５人�アイコンワールド新潟営業所
９：００～１８：００不問電気制御設計１人

� シ ー テ ッ ク 山 形 営 業 所 ９：００～１８：００不問生産装置の設計１人
８：３０～１７：１５不問ホームヘルパー１人社会福祉法人小国町社会福祉協議会 ８：３０～１７：１５間４時間以上不問ホームヘルパー３人

９：００～１８：００間５時間不問販売３人�白い森よこね物産品直売所
１７：００～２１：００ほか不問接客１人酒味庵 ま つ ば ら
１３：００～１９：００２０～４５販売員１人�サンエー（マルタ小国店）
８：３０～２２：００不問調理師及び見習い１人味処 藤 よ し １７：００～２２：００不問ホール、接客１人

　左の表は１０月１５日現在の新規求人
の内容です。無効になっている場合
もありますので了承ください。この
ほかの求人情報は、ハローワーク長
井（�８４－８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

　
　

月
８
日
、　

日　

お
ぐ
に
保
育
園

１１

２２

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　
　

月
８
日
�
９
時　

分
〜

１２

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
と
ク
リ
ス

マ
ス
グ
ッ
ズ
作
り

■
申
込
期
限　
　

月
６
日
�

１２

■
対
象
者　

お
お
む
ね
２
歳
か
ら
の
お

子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

　県では、仕事と家庭を両立し
やすい環境づくりを応援するた
め、企業に対して専門アドバイ
ザーの無料派遣を行っています。
アドバイザーは、専門知識を有
する社会保険労務士です。
　子育てを含めて働きやすい職
場環境を一緒に考えてみません
か。
■問合先
　県商工労働観光部雇用労政課
　（�０２３－６３０－２３７８）へ

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◇夜は短し歩けよ乙女 森見 登美彦
◇にこにこ貧乏 山本　一力
◇陰陽師　夜光杯ノ巻 夢枕　　獏
◇独り群せず 北方　謙三
◇捨てる神より拾う鬼 佐藤　雅美
◇ハチミツドロップス 草野　たき
◇手づくりで「いただきます」 黒田　民子
◇小さな犬 町田　尚子
◇おさるのおいかけっこ いとう ひろし
◇おしりかじり虫
　うたとおどりのほん うるま でるび
※ほか多数入荷しました。

今月の休館日：１１月３日、２３日、毎週月曜日

開館時間　午前９時30分～午後６時

総合センター図書室から 総合センター図書室から 

企業の子育てを応援します

両立支援アドバイザー
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４　行政管理室�６２－２１１２　政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０　国保医療担当�６２－２２６１　税政管理室�６２－２４０３　出納室�６２－２４０６
農村振興室�６２－２４０８　商工観光室・森林セラピー推進室・地域経営室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１　建設技術室�６２－２４３２　議会事務局�６２－２４４８

�������	
��
��������������������� ��!�	
�"�
�������	
��
����������������������� !"#$%�
�������	
��
��

�������	
��
��

�被保険者は、７５歳以上のかた（生活保護受給者は除く）及び６５歳以上で
寝たきり等の一定の障害があるかたで広域連合の認定を受けたかたです。

�被保険者証は個人単位での加入となり１人に１枚交付されます。
�すべての被保険者の皆様から保険料を納めていただくことになります。
　健保組合などの被扶養者で、これまで自分で保険料を払っていなかったかたも、後期高齢
者医療制度の被保険者となり保険料を負担することとなります。
�病気やけがで医療機関にかかったときの医療費の給付や窓口負担割合
（一般のかた１割、現役並み所得者３割）は、これまでの老人医療制度と同じです。
�各種申請や届出の受付・保険証の引渡しなどの窓口業務は市町村で行います。

�������	
��
�����（平成１９年１１月に広域連合の議会で決定されます。）

　�保険料の決まり方
　保険料は被保険者全員が頭割りで負担する
「均等割額」と、被保険者の所得に応じて負担
する「所得割額」の合計になります。

　�保険料の軽減
　所得の低いかたは、世帯の所得水準に応じて、下表のとおり保険料の均等割額が軽減され
ます。

　　（注）軽減判定は、世帯主と被保険者全員の収入で行われます。

　健保組合などの被扶養者でこれまで自分で保険料を払っていなかったかたのうち次のかた
は、被保険者の資格を得た日の属する月から２年間、保険料の均等割額が５割軽減されます。

　�保険料の納め方
�年額１８万円以上の年金を受け取っているかたは、年金から保険料が天引きされます。
※介護保険料と同様の方法で２０年４月より天引きされます。年金支給時は、内容をご確認
� �����������������������

ください。
�それ以外の場合は、口座振替や納付書により市町村に納めます。

後後期期高高齢齢者者医医療療制制度度がが平平成成2200年年４４月月よよりり始始ままりりまますす！！

世 帯 の 総 所 得 金 額 等 の 要 件軽減割合

【基礎控除額（３３万円）】を超えない世帯７割軽減

【基礎控除額（３３万円）＋２４．５万円×世帯の人数（本人を除く）】を超えない世帯５割軽減

【基礎控除額（３３万円）＋３５万円×世帯の人数】を超えない世帯２割軽減

平成２０年３月３１日に健康保険組合や政府管掌保険、共済組合等の被扶養者だったかた�

平成２０年４月１日以降、７５歳になって資格を得た日の前日に健康保険組合や政府管掌保険、
共済組合等の被扶養者だったかた

�

《お問い合わせ先》
　山形県後期高齢者医療広域連合事務局　�（０２３）６１５－３７２１
　山形県後期高齢者医療広域連合ＨＰアドレス→ http://www.yamagata-kouiki.jp/
　小国町　町民課 �６２－２２６１　税務出納課 �６２－２４０３

保険料
均等割額

＋
所得割額

＝

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度がが平成20年４月平成20年４月よりより始始まりままりますす！！
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人口のうごき

人  口　男 … 4,630人 (－ 2 )

女 … 4,886人 (± 0 )

計 … 9,516人 (－ 2 )

世帯数 　　3,270世帯 (－1 )

平成19年9月30日

誕生おめでとうございます。

ま な か

岩 井 沢 齋　藤　愛　佳
俊　英
美　樹（

し ゅ か

幸 町 加　藤　朱　華
欽　一
絵理子（

ま 　 ゆ

舟 渡 佐　藤　真　優
孝太郎
陽　子（

結婚おめでとうございます。

田 沢 頭
長 井 市

荒　木　陽　介
髙　橋　阿沙美（

中 島
長 井 市

山　口　真　一
佐　藤　信　子（

黒 沢

　 北 　

町 原

小 渡

岩 井 沢

岩 井 沢

小国小坂町

岩 井 沢

　 驚 　

(84)

(88)

(82)

(91)

(84)

(73)

(72)

(88)

(81)

保　科　ト　ミ

伊　藤　雍　正

塚　原　吉　雄

　金　　た　み

井　上　キ　ク

石　塚　淑　郎

　近　　貞　次

井　上　せ　い

安　部　新　子

おくやみ申し上げます。

　サークルやスポーツ団体など、グループで
活動しているかたがたを紹介していきます。
今月は、ゴスペルサークル「おどり～た」。
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いきいきと練習にはげむメンバー

　

先
日
、
町
民
の
か
た
か
ら

一
報
を
い
た
だ
き
横
川
の
白

鳥
を
見
に
い
き
ま
し
た
。
小

国
大
橋
の
少
し
下
流
に
、
羽

休
め
を
し
て
い
た
四
羽
を
見

つ
け
パ
チ
リ
。
結
局
こ
の
ま

ま
動
い
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

よ
く
見
る
と
、
白
鳥
に
も
右
向
き
と

左
向
き
が
い
る
よ
う
で
す
。 （
片
桐
）
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